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観 点

○ 硬筆について，目標が達成できるよう取り上げられている学習活動
取扱内容 ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞1,2 1,2 1,2 1,2 1,2

・画の接し方や交わり方 ・点画相互の間や交わり ・画相互の間や画の長さ ・画の付き方や交わり方 ・画の接し方や交わり方
学習指導要領の総則 などに気を付けて書く 方，接し方などに気を などに気を付けて書く などに気を付けて書く などに気を付けて書く
及び各教科の目標， 付けて書く
内容等 ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞3,4 3,4 3,4 3,4 3,4

・行の中心や行間に気を ・文字の大きさや文字間 ・文字の大きさや行の中 ・文字の中心をそろえ， ・字間や行間に気を付け
付けて書く に気を付けて書く 心を確かめる 行を整えることを確か て書く

める
＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞5,6 5,6 5,6 5,6 5,6
・文字の位置，字間及び ・用紙の上下・左右の余 ・行間や上下・左右の余 ・用紙に合わせた字間や ・字間，行間及び余白に
行間に気を付けて書く 白に気を付けて書く 白に気を付けて書く 余白に気を付けて書く 気を付けて書く

○ 毛筆について，目標が達成できるよう取り上げられている学習活動
＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞3,4 3,4 3,4 3,4 3,4
・１～２字の漢字や平仮 ・１～２字の漢字，平仮 ・１～２字の漢字，平仮 ・１～２字の漢字や平仮 ・１～２字の漢字，平仮
名の題材で，点画それ 名及び片仮名の題材で 名及び片仮名の題材 名の題材で，漢字と平 名及び片仮名の題材，
ぞれの書き方，字形及 漢字と平仮名の筆使い で，曲がりや折れなど 仮名の筆使いの違いや で，点画それぞれの形
び穂先の方向などを確 の違いや文字の組立て 点画それぞれの筆の動 画の方向などの動きを や字形，筆使いを確か
かめる 方を確かめる きを確かめる 確かめる める

○ 硬筆と毛筆の関連について，目標が達成できるよう取り上げられている学習活動
＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞5,6 5,6 5,6 5,6 5,6
・点画のつながりや接し ・穂先の動き，点画のつ ・文字どうしの大きさや ・穂先の動き，点画のつ ・文字の大きさ，配列，
方，文字相互のつなが ながり及び文字の大き 配列，点画のつながり ながり及び文字の大き 文字の組立て方など，
りなど，毛筆で学んだ さなど，毛筆で学んだ など，毛筆で学んだこ さや配列など，毛筆で 毛筆で学んだことを生
ことを生かして硬筆で ことを生かして硬筆で とを生かして硬筆で書 学んだことを生かして かして硬筆で書く
書く 書く く 硬筆で書く

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習へ対応する学習活動
＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞ ＜第 学年＞5,6 5,6 5,6 5,6 5,6
・色紙などに将来の夢を ・筆順，外形，組立てに ・色紙に自作の俳句など ・新聞記事を書く活動を ・提案文を書く活動を行
書く活動を行い，これ 気を付けて書く活動を を書く活動を行い，友 行い，紙面を読みやす い，読みやすい紙面に
までの学習をどのよう 行い，これまでの学習 達とよく書けていると くする工夫を友達と話 するための工夫につい
に生かしたか友達と話 を振り返る ころを評価し合う し合う て話し合う
し合う

○ 系統的・発展的に学習できるような工夫
内容の構成・排列， ・点画の組立て方や配列 ・穂先の動きと点画のつ ・文字の組立て方や穂先 ・穂先の動きや点画のつ ・字形の整え方や，穂先
分量等 を確かめた後に，目的 ながりを確かめた後に の動き，筆順と字形を ながりと字形，文字の の動きと点画のつなが，

に応じて筆記具を選択 文字と行の中心や文字 確かめた後に，文字の 組立て方を確かめた後 りを確かめた後に，文
し，様々な用紙に書く の大きさと配列につい 大きさや点画のつなが に，用紙に合った文字 字の大きさや配列につ
（第５学年） て取り扱う 第５学年 りについて取り扱う の大きさについて取り いて取り扱う（第５学（ ）

（第５学年） 扱う（第５学年） 年）
○ 内容の分量
・第１学年 ・第１学年 ・第１学年 ・第１学年 ・第１学年

ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（同じ）49 20 50 22 49 9 45 15 40
・第２学年 ・第２学年 ・第２学年 ・第２学年 ・第２学年

ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（同じ） ページ（ ％増） ページ（同じ）45 10 47 15 41 41 11 40
・第３学年 ・第３学年 ・第３学年 ・第３学年 ・第３学年

ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（ ％増）57 16 51 4 61 3 57 4 56 8



・第４学年 ・第４学年 ・第４学年 ・第４学年 ・第４学年
ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（ ％増）53 8 59 31 61 7 53 8 56 8

・第５学年 ・第５学年 ・第５学年 ・第５学年 ・第５学年
ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（同じ）53 8 53 18 53 8 55 17 52

・第６学年 ・第６学年 ・第６学年 ・第６学年 ・第６学年
ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（ ％増） ページ（同じ）53 8 51 24 53 8 53 8 52

○ 学習意欲を高める工夫
・課題解決のヒントを与 ・用語の解説をするキャ ・学習のガイダンスをす ・分かりやすい図やイラ ・課題解決に向けたヒン

使用上の配慮等 えるキャラクターが登 ラクターが登場してい るイラストが登場して ストを掲載している トを与えるキャラクタ
場している（全学年） る（全学年） いる（全学年） （全学年） ーが登場している（全

学年）
○ 主体的に学習に取り組む工夫
・学習過程を分かりやす ・学習過程を分かりやす ・学習過程を分かりやす ・学習過程を分かりやす ・学習過程を分かりやす
く図解した「書写の学 く示した「学習の進め く示した「学習の進め く示した「学習の進め く示した「 書写）学（
び方」を掲載している 方 を掲載している 全 方 を掲載している 全 方 を掲載している 第 習の進め方」を掲載し」 （ 」 （ 」 （
（第２学年以上） 学年） 学年） ３学年以上） ている（全学年）

・教材ごとに自己評価の ・実際に文字を書き込み ・教材ごとに学習内容に ・教材ごとに学習内容に ・教材ごとに学習内容に
ための「振り返って話 自己評価を行う「振り ついての自己評価欄を ついての自己評価欄を ついての自己評価欄を
そう を設けている 全 返ろう」を設けている 設けている（全学年） 設けている（全学年） 設けている（全学年）」 （
学年） （全学年）

○ 使用上の便宜
・当該学年の指導事項を ・巻頭・巻末に学習のめ ・巻頭に文字に関連した ・裏表紙に児童自らが繰 ・巻頭に当該学年の指導
児童に分かりやすく説 あてや裏表紙に学習内 コラムを掲載している り返し確認できるよう 事項を児童向けに示し
明した 集めて使おう 容を一覧で示した「保 （第３学年以外） な筆記具の持ち方を掲 た「〇年生の目標」を「 ，

（ ）書写のかぎ」を掲載し 護者の方へ」を掲載し 載している（第３学年 掲載している 全学年
ている（全学年） ている（全学年） 以上）

・カラーバリアフリーへ ・カラーユニバーサルデ ・色覚等の特性をふまえ ・図表などに識別しやす ・左利きでも視写できる
の配慮やユニバーサル ザインへの配慮やユニ た 判読しやすい配色 い組合わせの色やユニ レイアウトの工夫やユ， ，
デザインフォントを使 バーサルデザインフォ レイアウト及びユニバ バーサルデザインフォ ニバーデザインフォン
用している（全学年） ントを使用している 全 ーサルデザインフォン ントを使用している トを使用している（全（

学年） トを使用している（全 （全学年） 学年）
学年）

〇 地域素材
・郷土料理等についての ・地域の伝統的なお祭り ・郷土かるたで「わたし ・伝統工芸のよさを伝え ・身近な町の看板などに

指導上の配慮等 インタビューメモを作 などについてメモをと たちの住む町」につい るリーフレットを書く 書かれている文字を写
る活動が設定されてい る活動が設定されてい て知る活動が設定され 活動が設定されている 真で掲載している
る（第６学年） る（第５学年） ている（第４学年） （第４学年） （第５学年）

〇 ＩＣＴの活用
（ ，・ＱＲコード，ＵＲＬの ・ＱＲコード，ＵＲＬの ・ＱＲコード，ＵＲＬの ・ＱＲコード，ＵＲＬの ・ＵＲＬの掲載 全学年

掲載（全学年，準備や 掲載（全学年，準備や 掲載（全学年，運筆や 掲載（全学年，準備や 準備や片付けなど）
片付け 留意点や運筆 片付け 留意点や運筆 筆づかいなど） 片付け，運筆や筆づか， ， ， ，
筆づかいなど） 筆づかいなど） いなど）

〇 小・中連携
「 」・第６学年「日本の文字 ・第６学年「発展」で毛 ・第６学年「はってん」 ・第６学年「発展」で毛 ・第６学年 チャレンジ

の歴史」において，行 筆で書かれた楷書と行 で硬筆で書かれた楷書 筆で書かれた楷書と行 で硬筆で書かれた楷書
書について触れられて 書を比較し，特徴につ と行書を比較し，硬筆 書を比較した記載があ と行書を比較した記載
いる いて理解する活動が位 で書く活動が位置付け る がある

置付けられている られている
〇 身に付けた書写の力を日常の書く活動で活用するための配慮

本市児童の学習の状 ・小単元「生活に広げよ ・ 原稿用紙 「はがき」 ・小単元 レッツトライ ・ 国語」コーナーにお ・小単元「国語の広場」「 」 「 」 「
況等 う が設定されており 「一筆便箋」などが題 が設定されており カ いてなど国語科の学習 において国語科の学習」 ， ，「

「ノート 「リーフレ 材として設定されてい ード 「ノート 「は と関連付けられている と関連付けられている」 」 」



ット 「インタビュー る（全学年） がき 「手紙 「リー 全学年 とともに 書 とともに 「生活と書」 」 」 （ ） 「 ，
メモ 「新聞 「原稿用 フレット ポスター 写ブック」で日常に活 写」において「観察記」 」 」「 」
紙」などが取り上げら などが取り上げられて 用できる場面が一覧に 録 「学習新聞 「原」 」
れている（全学年） いる（全学年） して示されている（第 稿用紙 「はがき 「手」 」

６学年） 紙」などが取り上げら
れている（全学年）

〇 見通しや目的意識をもって学習に取り組む工夫
・単元ごとに「見つけよ ・単元ごとに「確かめて ・単元ごとにめあてが明 ・単元ごとにめあてが明 ・単元ごとにめあてが明
う」によって課題を明 書こう」によって課題 確に示されているとと 確に示されており，目 確に示されているとと
確にし 「確かめよう」 を明確にして学習に取 もに 「考えよう」に 的意識をもって学習に もに 「考える」によ， ， ，
によって見通しをもっ り組むことができるよ よって見通しをもって 取り組むことができる って見通しをもって学
て学習に取り組むこと う配慮がなされている 学習に取り組むことが よう配慮がなされてい 習に取り組むことがで
ができるよう配慮がな できるよう配慮がなさ る きるよう配慮がなされ
されている れている ている

○ 身に付けた書写の力を自覚できる配慮
・単元ごとに，毛筆の学 ・単元ごとに，毛筆の学 ・単元ごとに，学習前と ・単元ごとに，毛筆の学 ・単元ごとに，毛筆の学
習での学びを硬筆に生 習での学びを硬筆に生 学習後に硬筆で書く活 習での学びを硬筆に生 習での学びを硬筆に生
かす「生かそう」が設 かす 生かして書こう 動が設定されており， かす こう筆のまとめ かす「生かす」が設定「 」 「 」
定されている が設定されている 学習の成果を自覚でき が設定されている されている

る工夫がされている

○ 付属の教具（第１，２学年）その他
・水書用紙が付属してお ・シールが付属しており ・水書用紙が付属してお ・水書用紙が付属してお ・水書用紙が付属してお，
り，活用の仕方が記載 活用の仕方が記載され り，活用の仕方が記載 り，活用の仕方が記載 り，活用の仕方が記載
されている（第１，２ ている 第１ ２学年 されている 第１学年 されている 第１学年 されている（第１，２（ ， ） （ ） （ ）
学年） 学年）


